
平成２５年度 関東東海北陸農業試験研究推進会議 
畜産草地部会 現地研究会 開催要領 

 

畜産草地部会長 畜産草地研究所畜産研究支援センター長 澤村 篤 

 

１ 趣 旨 

 畜産業の安定的生産拡大には、産業全体としての国際競争力の強化、体質改

善等が求められるが、農家や実需者が生計を営むそれぞれの地域の実情に応じ

た生き残り戦略が重要となる。特に、耕畜連携による共存共栄、労働力の確保、

国産飼料基盤に立脚した生産体系の確立およびブランド化等による消費の掘

り起こし等が必要である。 

 そこで、今後の畜産経営の展開に役立つ最新技術について情報提供していた

だくとともに、酪農先進県である栃木の関係者をパネリストに迎え、今後の技

術ニーズや普及方法、耕畜連携の推進方策等について現状の課題を整理し、今

後の展望について論議する。 

  

２ 日 時 

   平成２５年９月２４日（火）１３：００ ～２５日（水）１２：００ 

 

３ 場 所 

（１）１日目   

   畜産草地研究所（那須研究拠点） ＧＧホール 

（栃木県那須塩原市千本松768 0287-36-0111） 

（２）２日目   

   栃木県畜産酪農研究センター 

（栃木県那須塩原市千本松298 0287-36-0230） 

   那須の農（ＴＭＲセンター） 

（栃木県那須郡那須町大字漆塚567 0287-71-1085）          

   

４ 検討事項  

テーマ「地域に根ざした畜産の展開方向」 

（１）１日目 

  １）話題提供    

   ①生米ぬかの加工形態や給与割合の違うＴＭＲによる乳生産 

  室井章一（栃木県畜産酪農研究センター） 

   ②和牛の肉質に関与する遺伝子とその利用 

        小林栄治（畜草研家畜育種繁殖研究領域） 

   ③酪農における先端技術（仮題） 

天羽弘一（畜草研家畜飼養技術研究領域） 

 



  ２）パネルディスカッション 

   「地域に根ざした畜産の展開方向－酪農先進県栃木の戦略－」 

   パネリスト（予定） 

       今 耕一（栃木県酪農家）：農家の立場から 

       大平和広（酪農とちぎ）：実需者（牛乳販売）の立場から 

       本澤延介（栃木県那須振興事務所）：普及の立場から 

       藤原基男（那須の農）：支援組織の立場から 

   司会 

       塩谷 繁（畜草研家畜飼養技術研究領域長） 

 

  ３）技術的課題等に関する意見交換 

   

（２）２日目  

  １）現地検討 

    ①栃木県畜産酪農研究センター 9:00～9:50 

   施設見学（バイオガスプラント等）   

  ②那須の農                   10:30～11:30 

   ＴＭＲセンター見学  

   １２：００頃にＪＲ那須塩原駅で解散の予定   

 

５ 参集範囲 

 関東東海北陸地域公立試験研究機関・行政普及部局、農林水産省生産局、農

林水産技術会議事務局、関東農政局、東海農政局、北陸農政局、民間研究機関、

大学、（独）農業・食品産業技術総合研究機構、（独）農業生物資源研究所、

（独）家畜改良センター、その他部会長が認める者 

 

６ 連絡先（事務局） 

 畜産草地研究所企画管理部業務推進室交流チーム長  古賀 政男 

TEL 029-838-8249     FAX  029-838-8606 

 

７ その他 

  参加・宿泊申込、その他詳細については、別紙の事務連絡をご参照下さい。 

 

     

 

 

 

 

 

 



平成２５年度関東東海北陸農業試験研究推進会議 
畜産草地部会現地研究会 

議事次第（案） 
   

               平成 25 年 9 月 24 日（火）13:00～17:00 

                   9 月 25 日（水） 9:00～12:00 

 
１日目（９月２４日） 

○場 所：畜産草地研究所 那須研究拠点 GG ホール 

     （栃木県那須塩原市千本松 768 0287-36-0111） 

 
１ 開 会                        13:00～ 

 

２ 挨 拶（畜産草地研究所）              13:00～13:10 

 
３ 議事                         

１）話題提供（質疑を含め各 30 分程度）          13:10～14:40 

   ①生米ぬかの加工形態や給与割合の違うＴＭＲによる乳生産 

  室井章一（栃木県畜産酪農研究センター） 

   ②和牛の肉質に関与する遺伝子とその利用 

小林栄治（畜草研家畜育種繁殖研究領域） 

   ③酪農における先端技術（仮題） 

  天羽弘一（畜草研家畜飼養技術研究領域） 
 

 

    休憩                        14:40～15:00 

 

２）パネルディスカッション               15:00～16:40 

   「地域に根ざした畜産の展開方向－酪農先進県栃木の戦略－」 

   パネリスト（予定） 

       今 耕一（栃木県酪農家）：農家の立場から 

       大平和広（酪農とちぎ）：実需者（牛乳販売）の立場から 

       本澤延介（栃木県那須振興事務所）：普及の立場から 

       藤原基男（那須の農）：支援組織の立場から 

   司会 

       塩谷 繁（畜草研家畜飼養技術研究領域長） 
 

３）技術的課題等に関する意見交換            16:40～17:00 

 
 
 
 



２日目（９月２５日） 

○場 所：①栃木県畜産酪農研究センター 9:00～9:50 

    施設見学（バイオガスプラント等）   

        ②那須の農                   10:30～11:30 

    ＴＭＲセンター見学  
 

○移動手段：貸切バス 
（防疫上、自家用車でのご参加はご遠慮下さい。） 

 

○行 程： 

 （8:35  西那須野駅 発（路線バス）） 

  8:40  西那須野駅 発（貸し切りバス） 

      ↓ 

 

9:00 栃木県畜産酪農研究センター 着 

   ・施設見学（バイオガスプラント等）、概要説明 

 

9:50 栃木県畜産酪農研究センター 発 

        ↓ 

 

10:30 那須の農 着 

・ＴＭＲセンター見学、概要説明 

 

11:30 那須の農 発 

     ↓ 

 

12:10 那須塩原駅 着 解散 
（バスは畜産草地研究所那須研究拠点まで戻ります。） 

 

（以 上） 
（参考） 
 １．JR 那須塩原駅発車時刻（上り東京方面） 
   １２：３０発 やまびこ 212 号 （以後、１３：３０、１４：３０，１５：３０） 

 
 ２．JR 那須塩原駅到着時刻（下り仙台方面）  
   １１：３２着 なすの 255 号（東京発 １０：２０） 
    
３．JR バス（下り 那須塩原→千本松） 
  １１：４５ 那須塩原駅発－１２：０８ 西那須野駅経由－１２：２１ 千本松着 
 
４．JR バス（上り 千本松→西那須野駅） 
  １３：３３ 千本松発－１３：５０ 西那須野駅経由－１４：１０ 那須塩原駅着 
  １４：３８ 千本松発－１４：５３ 西那須野駅着（西那須野駅止まり） 
  １５：３８ 千本松発－１５：５３ 西那須野駅着（西那須野駅止まり） 


